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「まあ、ネスにジェフ!やっぱり来てくれたのね〓」
部屋の中では、ポーラがモノトリーの肩を揉んでいるところだった
「モノトリーめ!さてはポーラをこき使っていたな……許さないゾ!」
「違うの、違うのよネス!モノトリーさんは本当はいい人なのよ〓話を聞いてあげて!」
ポーラはモノトリーをかばうようにして、ぼくらに対峙した。これ、どうなってるの〓
「すまない、ネス君許してくれ。マニマニの像が壊れた今では、ワシには何の力もなくなっ
た。あれは人に幻影を見せ、邪悪なパワーをもたらす恐ろしい物だった……。おかげでワシ
はここまでこれたのだが、逆にワシが操られるようになって恐ろしくなり、ボルヘスの酒場
の倉庫に隠し、たまに様子を見に行っておったのだ。君たちの行く手を阻もうとしたのも、
あの像の命令だよ。でも、ポーラちゃんの優しい心にふれてワシはすっかり目が覚めた」
と、モノトリー氏がうなだれた、そのとき。窓の外でパタパタパタッと大きな音が!
見れば、ヘリコプターに乗っているのは、ポーキー親子だ!
「ヘイ、トンマなネス!ただのお人好しにもどったモノトリーはもうお払い箱さ!オレ
はもっとビッグになるぜ。おまぬけネス、指をくわえて見てるんだな!アバヨ〓」
ポーキーは憎まれ口をたたくと、空の彼方へ去って行った。いったい、ポーキーは何をし
ようとしているんだ〓どうして、ぼくたちの行く手を阻むようなことを……。

